
開 催 日 時

自治協議会名

開 催 場 所

参 加 人 数

　伊賀市議会議長　様

　平成２５年　７月１２日

出 席 議 員
司 会 者

記 録 者

25

主 な 意 見
・

提 言 等

報 告 者

報　　告　　書
　平成２５年７月７日（日）　１３時３０分 ～ １５時１５分

　きじが台地区住民自治協議会

　きじが台地区市民センター

　北出忠良、森岡昭二、中井洸一、福田香織

　北出忠良　

　福田香織

　中井洸一

名

・市に未移管の道路が多く、市営水道導入の大きな障害になっている。

・市の所有でないと、市道に認定されないのは疑問である。

・道路事情が劣悪であるにもかかわらず市道でないため、市は舗装、修理をして

　くれない。

・道路補修は年二回出合いで行っているが、高齢化の為、重労働は厳しい。

・全管連との話し合いは重要であり、早急に行わなければならない。

・とにかく水道の問題は時間がないので、早急に進めたい。

・

・

・

・

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

　　　　平成２５年度議会報告会６班

　　　　　　代表者　　北出　忠良



開 催 日 時 議会報告会６班

自治協議会名

　　　　報　　告　　書（別紙）
平成２５年７月７日（日）

　きじが台地区住民自治協議会

庁舎整備
について

主な意見
・

提言等

・アンケートの回答にあたり、当地区の運営委員会にはかった。

・現庁舎、またハイトピア伊賀は、駐車場が少ないため駄目。

・本庁舎はどこでもよいが、分散庁舎はよくない。

・本庁舎の場所は、強いていえばゆめが丘がよいと、意見集約が出来ていた。

・

・

・

・

医療の充実
について

主な意見
・

提言等

・民間病院は経営が一番であるが、市民病院は市民のための病院である。

・市民病院に魅力がないから、医者が来ない。

・地域医療の問題は、官民一体になって乗り切ってほしい。

・救急車が来て患者を乗せた後、なかなか発車してくれないので、市民は不安

　である。

・当地区の生活圏は名張市で、病院等も名張に通う住民が多い。

・

・

観光の推進
について

主な意見
・

提言等

・忍者議会には賛成しかねる。

・観光客受け入れにあたり、伊賀には駐車場が少なく、問題である。

・月一回はイベント等をし、年間を通して観光客が来るように工夫をする必要

　がある。

・修学旅行の誘致が出来ない。子供たちを呼び込む努力が必要である。

・

・

・


